
日本女子大学「女性研究者マルチキャリアパス支援」	
 
	
 

	
 日本女子大学は、1901 年の建学以来、時代に先駆けて女子高等教育の道を切り拓いてきました。社会

で活躍する卒業生の数とネットワークは、女子高等教育機関としては世界でもトップクラスです。平成

18 年度（2006 年度）には女性研究者支援モデル育成事業に採択され、マルチキャリアパス(MCP)、すな

わち「女性研究者には多様で柔軟なキャリアパスが提示されるべきである」との理念を掲げました。「出

産・育児と研究活動の両立支援」と「女性研究者の活躍の場の拡大」を進め、多方面で活躍する女性人

材を多数輩出しています。	
 

	
 

１．現代女性キャリア研究所	
 
	
 現代女性キャリア研究所は、女性の生き方に対する問題点の情報収集、キャリア開発や支援について

研究を行い、その成果に基づいた提言を広く社会に発信するための研究所として、2008 年に創設されま

した。「女性研究者マルチキャリアパス支援」の理念と事業の一部も引き継ぎ、女性のキャリア形成に

関する幅広い支援を行っています。	
 

	
 

２．ユビキタス・リサーチ支援	
 
	
 ユビキタス・リサーチという言葉は、「いつでもどこにいても研究を継続する」という概念を表して

います。出産・育児中の女性研究者には研究支援員を配置することができます。その他にも、法定より

も長い「産前・産後休暇制度」、「在宅保育サービス（ベビーシッター）経費補助制度」など、出産・育

児中の女性に手厚い制度を掲げています。また、NPO 法人と連携し、大学では全国初となる在宅での病

児保育制度を展開し、プロジェクト終了後も継続利用されています。また、情報ネットワークシステム

の導入により、研究打ち合わせや実験指示、ゼミ参加などを在宅で可能にする取り組みを今でも継続し

ています。2011 年には「出産・育児にかかる女性研究者のための研究支援員に関する規程」が策定され、

学内予算を使って研究支援員を採用することが可能になりました。	
 

	
 

３．ヒューマンリソースの取り組み	
 
	
 ヒューマンリソースの取組みでは、キャリアパスデータの蓄積と就職支援、相談窓口の開設を行って

きました。キャリアパスデータの蓄積では、引き続き e ポートフォリオを運用しています。就職支援、

相談窓口はキャリア支援プログラムに引き継がれ、カウンセリングセンター、桜楓会、生涯学習センタ

ーも参加して、自己分析、自己表現セミナー、業界研究会セミナー、卒業生との就職相談会などが開催

されています。一時中断からの復帰支援としては、リカレント教育課程などを通して引き続き実施され

ています。	
 

	
 

４．次世代育成のための企画	
 
	
 次世代育成としてシンポジウムの開催や科学教室の開催を中心に行ってきました。理学部の教員によ

る理学部サマースクール、バイオイメージングセンターによる公開科学教室、電子情報通信学会と共催

の中学生の科学教室、生涯学習センターでの「子どものための講座－夏休み自由研究シリーズ」は、現

在も継続して開催しています。	
 

	
 

５．女性支援に関するその他の主要な組織	
 
［リカレント教育・再就職システム］‥‥大学卒業後に育児や進路変更などで離職した女性に、１年間

のキャリア教育を通して高い技能と働く自信・責任感を養い、再就職を支援するプログラム。	
 

［学内保育所さくらナースリー］‥‥男女共同参画時代に先駆けて昭和 46 年に開所された事業所内保

育所。生後 4 ヶ月から学齢までの乳幼児の終日保育・一時保育を行っています。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

【連絡先】日本女子大学	
 現代女性キャリア研究所	
 

	
 	
 	
 	
 	
 TEL:	
 03-5981-3380	
 	
 	
 	
 	
 E-mail:	
 riwac@fc.jwu.ac.jp	
 



文部科学省科学技術振興調整費女性研究者支援モデル育成事業平成18年度採択

日本女子大学 女性研究者マルチキャリアパス支援

日本女子大学における女性研究者・技術者の育成
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・アンケート調査の実施
・シンポジウム開催
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1901年
創立当時から本格的な理科教育が実施された
～割ぽう着は本学からの提案

2006年7月～2009年3月
女性研究者マルチキャリアパス支援

プロジェクト実施

マルチキャリアパス（MCP）支援
【理念】「女性研究者には多様で柔軟なキャリアパスが
提示されるべきである」
【目的】

行動計画
第３期行動計画（2011年4月1日〜2014年3月31日）
「女性研究者が、出産・育児と研究を両立させることが
できるように支援する制度の導入および運用を行う」【目的】

出産・育児と研究活動の両立支援
女性研究者の活躍の場の拡大
【取組み】
ユビキタスリサーチによる支援
ヒューマンリソース支援
次世代女性研究者・技術者育成のための調査・企画

できるように支援する制度の導入および運用を行う」

女性研究者が妊娠・育児期間中に研究・実験補
助者を雇用できる制度を作成（学内予算）

女性研究者支援プロジェクトで掲げてい
た理念と取り組みが発展。継続運用中！

現在も研究支援課が統括として既存の部署及び

第４期行動計画（2014年4月1日〜2019年3月31日）
・子の看護休暇制度の対象を「小学校6年生まで」に拡張

両立支援の更なる充実

現在も研究支援課が統括として既存の部署及び
理学部が日常業務の一貫として継続中！

現在の取組み

ユビキタスリサーチ支援

出産・育児中の女性研究者への

研究支援員雇用制度（学内予算）

eポートフォリオの継続運用

就職支援、相談窓口

ヒューマンリソース

・「子の看護休暇」の取得理由に、「子の学校行事への参
加」を追加

テレビ会議システムの継続利用

NPO法人と連携した在宅病児保育の継続

産前・産後休暇、育児休業期間内の代替要員補充

学内保育所（生後4カ月～学齢期までの乳幼児）

在宅保育サービス（ベビーシッター）経費補助制度

⇒キャリア支援プログラムに継承

【部署】キャリア支援課、カウンセリングセンター、

桜楓会（同窓会）、生涯学習センター

再就職支援（リカレント教育課程）

次世代育成のための調査・企画 女性支援に関するその他の主要組織

現代女性キャリア研究所
⇒女性のキャリア（生き方）に関する情報を収集・研
究し、社会へ発信するネットワーク拠点

リカレント教育課程
⇒離職した女性に1キャリア教育を通して再就職を
支援するプログラム

子ども科学教室の開催
・理学部教員による女子中・高校生対象の
理学部サマースクール

・バイオイメージセンターによる公開科学教室
・電子情報通信学会共催の中学生科学教室
・生涯学習センターの子どものための講座

【問合せ先】日本女子大学 現代女性キャリア研究所 所長 大沢真知子
TEL: 03-5981-3380     E-mail: riwac@fc.jwu.ac.jp

支援するプログラム

学内保育所

さくらナースリー

・生涯学習センターの子どものための講座
「夏休み自由研究シリーズ」

オープンキャンパスでのOGを
招いたサイエンスカフェ

m2hayashida
ハイライト表示


